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NY マーケットレポート（2016 年 3 月 22 日) 
NY市場では、ベルギーの首都ブリュッセルの国際空港や地下鉄の駅での同時テロの影響が懸念され、序盤のドル円・クロス円はやや上値

の重い動きが続いた。序盤に発表された米リッチモンド連銀製造業指数が、2010 年 4 月以来の高水準となったものの、反応は限定的とな

った。その後、下落した株価がプラス圏まで値を戻す動きとなったことや、米債券利回りが上昇となり、日米金利差拡大が意識されたことな

どから、ドル買い・円売りが優勢となった。円は主要通貨に対して下落となり、ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。また、英ポンドは、ブリ

ュッセルでのテロを受けて、英国で EU 離脱機運が高まるとの見方や、国内政治状況への懸念を背景に、主要通貨に対して軟調な動きとな

った。 

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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NY 市場レポート 
 

欧州市場 

 

20：45 

≪ 要人発言 ≫ 

内閣府幹部～クルーグマン教授の発言 

 

・「今の経済の弱さがまん延しており 伝統的手法では目標達成は難しくなっている」 

・「主要国経済は、日本化している」 

・「欧州経済は、2009 年頃の日本に似ている」 

・「ECB は効果的にやっているが、インフレ目標は達成できていない」 

 

・「欧州経済良くなっているように見えるのは長期的スタグフレーションのため」 

・「中国は何年もの構造問題を抱えている、政策が安定していない」 

・「世界経済の総合依存性が非常に大きくなっている」 

・「少しずつ円高が進んでいるのは日本以外の国の経済が弱いため」 

 

・「中国からの資本流出 1 兆ドル、人民元安は大問題」 

・「日銀はマイナス金利をさらに進めても問題あり、効果は限定的」 

・「予算や債務の問題があるから財政出さないのは問題」 

・「G7 に向け財政拡大の調整が必要」 

 

・「アベノミクス本来の目的失わないようにすべき」 

・「金融政策助けるため財政必要」 

・「長期的には日本の財政ポジションを心配、2-3 年は収支気にせず出動すべき」 

・「物価 2％目標は達成すべき」 

 

 

21：00 

ドル/円 111.72  ユーロ/円 125.35  ユーロ/ドル 1.1221 

 

21：00 

欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比 
 

英 FT100 6144.49 -40.09 
ダウ 

先物ミニ 
17475 -52 

 

 

仏 CAC40 4399.86 -27.94 
S&P 

500 ミニ 
2034.00 -8.75 

 

 

独 DAX 9923.75 -24.89 
NASDAQ 

100 ミニ 
4395.25 -21.00 

 

 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

3 月トルコ経済信頼感指数 106.0（前回 104.5） 

 

3 月トルコ設備稼働率 74.3％（前回 73.5%） 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

22：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

1 月米住宅価格指数（前月比） 0.5％（予想 0.5%・前回 0.5%） 

前回発表の 0.4％から 0.5％に修正 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 17574.90 -48.97 

ナスダック 4783.75 -25.13 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

22：45 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

3 月マークイット米国製造業 PMI 51.4（予想 51.9・前回 51.3） 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

3 月リッチモンド連銀製造業指数 22（予想 0・前回 -4） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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経済指標データ 

≪リッチモンド連銀製造業指数≫ 

        3 月・ 2 月・ 1 月・ 12 月・ 11 月・10 月 

景況指数・・・・22・・-4・・  2・・  6・・ -3・・ -1 

出荷・・・・・・27・・-11・・-6・・  0・・ -2・・ -4 

新規受注・・・・24・・ -6・・  4・・ 8・・ -6・・  0 

受注残・・・・・ 1・・-14・・  4・・ 0・・-16・・ -7 

雇用者数・・・・11・・  9・・  9・・12・・  0・・  3 

 

価格動向     3 月・2 月・1 月・12 月・11 月・10 月 

仕入価格・・・・0.60・0.16・0.59・0.67・ 0.61・0.58 

販売価格・・・・0.40・0.29・0.51・0.27・0.22・-0.10 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

3 月メキシコ消費者物価指数（隔週） 0.10％（予想 0.16%・前回 -0.05%） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

23：30 

≪ NY 株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、ベルギー同時テロの発生で経済の先行き懸念が広がったため、投資家のリスク回避姿勢が強ま

り、主要株価は軟調な動きとなっている。米ダウ平均株価は、序盤から軟調な動きとなり、一時前日比で 83 ドル安

まで下落している。 

 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

3月のリッチモンド連銀製造業指数は、市場予想の 0を大幅に上回る 22となり、2010年 4月以来の高水準となった。

構成指数では、出荷は 27（前月-11）、新規受注は 24（-6）、受注残は 1（-14）、稼働率は 17（-5）、雇用者数は

11（9）、週平均就業時間は 16（5）、賃金は 20（10）と軒並み前月から上昇。これまでに発表された NY 連銀指数

（前月-16.4 → 0.62）、フィラデルフィア連銀指数（-2.8 → 12.4）、に次いで改善しており、米国の製造業の改

善が進んでいる兆候が示されている。ただ、ダラス連銀指数は（-34.6 → -31.8）小幅改善だが、地域的に石油関

連が多いことからやや改善は鈍い状況。 
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1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 17589.01（-34.86）、S&P500 2050.32（-1.28） ナスダック 4811.02（+2.14) 

 

 

≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、ベルギーの首都ブリュッセルで同時テロが発生したことを受けて、安全資産とさ

れる米国債の逃避買いが先行した。ただ、復活祭の連休を週末に控えて市場参加者が少なく、商いはやや低調だっ

た。   

 

午前の利回りは、30 年債が 2.69％（前日 2.72％）、10 年債が 1.90％（1.92％）、7 年債が 1.68％（1.70％）、5

年債が 1.36％（1.38％）、3 年債が 1.03％（1.04％）、2 年債が 0.86％（0.87％）。 

 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6192.74 +8.16 

仏 CAC40 4431.97 +4.17 

独 DAX 9990.00 +41.36 

ストック欧州 600指数 340.30 -0.52 

ユーロファースト 300指数 1338.20 -1.66 

スペイン IBEX35指数 8992.00 -29.00 

イタリア FTSE MIB 指数 18698.82 +1.89 

南ア アフリカ全株指数 53392.86 -431.42 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、ベルギー同時テロを受けて投資家のリスク回避の動きが強まり、主要株価は売りが先行した。そ

の後は買い戻しも入り、終盤にプラス圏まで戻して引けた。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

≪ポイント≫  

 

OPEC（石油輸出国機構）加盟のリビアは、4 月 17 日開催の産油国会合に参加しない方針であると、同国の OPEC 代表

筋が明かした。会合では増産凍結に向けた最終協議が行われるが、リビアは増産を志向している。 

 

 

2：50 

≪ 要人発言 ≫ 

エバンス・シカゴ連銀総裁～イベントでの発言 

 

・「2016 年の経済・金融リスクは期待よりも若干高い」 

・「コア PCE 価格指数が 2％に戻るとの確信が必要」 

・「利上げ見送りは、リスク評価と慎重さが背景」 

・「FOMC の様子見姿勢は適切」 

・「ファンダメンタルズは非常に強いと思う」 

 

 

3：00 

米 10 年債利回りが上昇し、ドル買い・円売りが優勢となる。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

3：15 

≪ 要人発言 ≫ 

エバンス・シカゴ連銀総裁～イベントでの発言 

 

・「利上げは強い経済という本質的な要因で実施を」 

・「中国経済が減速しているのは明白だと思う」 

・「米失業率はさらに低下する可能性も」 

・「利上げ回数は経済見通し次第」 

 

 

3：45 

NY 金は、中心限月が前日比 4.40 ドル高の 1 オンス＝1248.60 ドルで取引を終了した。 

 

 

4：15 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.07 ドル安の 1 バレル＝41.45 ドルで取引を終了した。 

 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1248.60 +4.40 

NY 原油 41.45 -0.07 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、ベルギー同時テロ発生で投資家がリスク回避の姿勢を強め、比較的安全な資産とされる金を逃避的に買

う動きが優勢となった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

≪ NY 原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、ベルギー同時テロ発生を受けてユーロ安ドル高が進行し、ドル建て原油の割高感から売りが先行した。

ただ、その後はドルの上昇が一服すると買い戻しも入り、下げ幅は限定的となった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 17582.57 -41.30 17648.94 17540.42 

S&P500種 2049.80 -1.80 2056.60 2040.57 

ナスダック 4821.66 +12.79 4835.60 4781.71 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、ベルギー同時テロの発生で経済の先行き懸念が広がったため、投資家のリスク回避姿勢が強まり、

主要株価は序盤から軟調な動きとなった。その後、下げ幅を縮小したものの、終盤には再び軟調な動きとなった。

米ダウ平均株価は、序盤から軟調な動きとなり、一時前日比で 83 ドル安まで下落する動きとなった。その後、プラ

ス圏まで値を戻したものの、終盤には再び下落に転じた。なお、ナスダックはプラス圏で引けた。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要通貨 NY終値 NY高値 NY安値 

USD/JPY 112.33  112.50  111.56  

EUR/JPY 125.98  126.13  125.03  

GBP/JPY 159.62  159.81  158.46  

AUD/JPY 85.56  85.65  84.66  

NZD/JPY 75.83  75.88  75.17  

EUR/USD 1.1217  1.1239  1.1202  

AUD/USD 0.7619  0.7644  0.7586  

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、ベルギーの首都ブリュッセルで発生した同時テロが影響し、序盤はやや上値の重い動きとなった。

その後は、下落した株価が反発したことや、米長期債利回りが上昇したことを受けて、ドル買い・円売りが優勢と

なった。円は主要通貨に対して下落となり、ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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